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な か こころもち あたたかさ わ 

内部の 方から 何となく 心地 の 好い 温熱が 湧き上 つ て 

来る こと を 感じた。 

例の ように、 会社の 見廻り に 行く 時が 来た。 大塚さ 

んは根 岸に ある 自宅から 京 橋の 方へ 出掛けて、 しばら 

く 会社で 時 を 移した。 用達す る ことがあって、 銀座の 

からだ のびのび 

通へ 出た 頃 は、 実に 体 軀が暢 々とした。 腰の 痛い こと 

き 

も 忘れた。 いかに 自由で、 いかに 手足の 言う こと を 利 

くような 日が、 復た 廻り 廻って 来たろう。 すこし 逆上 

かざりまど 

せる 程の 日光 を 浴びながら、 店々 の 飾 窓 などの 前 を 

おわりち よう はやり 

歩いて、 尾 張 町まで 行った。 広い 町の 片側に は、 流行 

の；^ 裳 を 着けた 女 連、 若い 夫婦、 外国の 婦人 なぞが 



ある 部屋 部屋へ 行って 見た。 

内の 庭に 向いた 廊下のと ころで、 白い 毛の 長い マル 

が 主人 を 見つけて 馳 けて 来た。 おせんの いる 頃から 飼 

ちん なり 

われた； W だ。 体鎮は 小さい が、 性質の 賢い もので、 よ 

く 人に 慣れて いた。 二人で 屋外から でも 帰って来 ると、 

一 番 先にお せんの 足音 を 聞 付ける の はこの マルだった。 

すそ 

そして、 彼女の 裾に 纏い 着いた もの だ。 大 塚さん は、 

この 小さい 犬 を 抱いて 可愛がった おせんが、 まだ その 

廊下のと ころに 立 つ ている ように も 思った。 

食堂へ 行って 見た。 そこに はお せんが 居た 時と 同じ 



その 薔薇 を 花瓶の まま 持って 夫に 勧めた 時の、 彼女の 

呼吸まで も 聞く ことが 出来た。 

庭へ 行って 見た。 食堂から 奥の 座敷へ 通う ところ は 

廻廊 風に 出来て いて、 その 間に 静かな 前 # が ある。 

かなり まわり 

可成 広い、 植木の 多い 庭が 前栽つ づきに 座敷の 周囲 を 

取繞 いている。 古い 小さな 庭 井戸に 近く、 毎年の よう 

に 花 をつ ける 桜の 若木 も ある。 他の 植木に 比べる と、 

そ の 細い 幹はズ ンズ ン 高くな つ た。 最早 紅く ふくらん 

つぼみ あけがた 

だ 蕾 を 垂れて いたが、 払暁の 温かい 雨で 咲 出した の 

はさ 

も ある。 そこ はお せんが 着物の 裾 を 帯の 間に 挿んで、 



なが じ 3 ばん ま 

派手な 模様の 長襦祥 だけ 出して、 素足に 庭下駄 を 穿き 

ながら、 草むしり なぞ を 根気に したと ころ だ。 大塚さ 

あた 

んは 春ら しい 日の 映った 庭 土の 上 を 歩き 廻って、 どう 

かする と 彼女が 子供の ように 快活であった こと を 思 出 

した。 

そうだ。 優しい 前髪と、 すらりと した 女らしい 背と 

を 持った 子供だった。 彼女が 嫁いて 来たば かりの 頃 

やしき 

は、 大 塚さん は 湯 島の 方に もっと 大きな 邸 を 持って 

ひと 

いたが、 ある 関係の 深い 銀行の 破産から、 他に 貸して 

あった この 根 岸の 家の 方へ 移り 住んだ の だ。 そういう 

時に 成る と、 おせん は 何 をして 可い かも 解らない よう 



もつ レ J 

側に、 許し 難い、 若い 二人 を 見つけた。 尤も、 親しげ 

に 言葉の 取換され る 様子 を 見た というまでで、 以前 家 

で ま、. リ 

に 置いて あった 書生が 彼女の 部屋へ 出入した からと 

言 つて、 咎めよう も 無かった が … … 疑えば 疑えな くも 

ないような こと は 数々 あった …… 彼 は 鋭い 刃物の 先で、 

はげ しっと 

妻の 白い 胸 を 切開いて 見たい と 思った 程、 烈しい 嫉妬 

で 震える ように 成って 行った。 

そこまで 考え 続ける と、 おせんの こと ばかりでなく、 

大 塚さん は 自分自身が 前より は ハツ キリと 見えて 来た。 

そういう 悲しい 幕の 方へ 彼女 を 追い遣つ たの は、 誰か。 

よしんば おせん は、 彼女が 自分で 弁解した ように、 罪 



りしたん です もの …… 何物 も 置かない 方が 好い なんと 

おっしゃ おね まき 

仰 つて …… そり や、 旦那 様、 御 寝 衣まで 後で 私が 御 

洗濯し まして、 御 蒲団 やなん かと 一緒に 御 送りいた し 

ました」 

ひとりごと 

と 答えた が、 やがて 独語 でも 言うよう に、 

「旦那 様 は 今日は どう 遊ばし たんです か …… 奥様の 御 

召 物が 残って いない かなんて、 つい ぞ そんな こと を 御 

尋ねに 成 つ た - J とも 無 いのに … … 」 

こう 言って 見て、 手に 持った 魚の 皿 を 勝手の 方へ 運 

んで 行った。 

庭で 鳴く 小鳥の 声まで も、 大 塚さん の 耳に は、 復た 
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